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本文は p. 14 へ
日本の医工連携イノベーションの推進
̶OCTの産学官連携を事例に̶







品化は、出願後 14 年の 2004 年のことであり、欧米に比べて実に８年遅れた。そして、
2006 年の現在世界シェアの 90％は欧米の企業に奪われている。
　しかし、この事例は、「研究の芽は欧米から、製品化とビジネスは日本で」という
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2） HIV-like virus found in wild chimps：
  http://wwww.nature.com/news/2006/060522/
full/060522-17.html
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  2） IPCCホームページ：
  http://www.ipcc.ch/meet/session25.htm
 3）  IPCC第 25回全体会合報告、譛地球産業文化研究所：
   http://www.gispri.or.jp/kankyo/ipcc/pdf/
IPCC25houkoku_final.pdf
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られた。これは、従来のニッケル - マンガン - ガリウム系磁性形状記憶合金に比べて、50倍以上の力を
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 フロンティア分野 TOPICS Frontier
　Z海洋研究開発機構の調査船により、マリアナ海域ロタ島の北西の海底の水深533ｍで海底火山の

























　2005 年 10 月に、日米合同でマリアナ海域ロタ
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 フロンティア分野 TOPICS Frontier
　Z宇宙航空研究開発機構（JAXA）は2005年から国際災害チャーターに加入している。JAXAが
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参考 1） NSF, INFO BREIF 06-315, April 2006
 2）  NSF, Academic Research and Development 
Expenditures: Fiscal Year 2003
大学の科学・工学研究費の推移（資金源別）
大学の科学・工学研究資金源の推移（前年度比）
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日本の医工連携イノベーションの推進　̶OCTの産学官連携を事例に̶
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する FD‐OCT（Fourier Domain 
OCT）23、24）、あるいは、SD‐OCT
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General Hospital） に 移 っ た de 
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ており、2000 年～ 2002 年の３年
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（MASINGAR：Model of Aerosol 
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⇒ 2,539 百万石油換算 t（2030年）
〈参考： 日本 517百万石油換算 t（2002年）、
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126.58 100.0％ 1.23 7.84 14.41 103.10
12.56 9.9％ 0.06 0.89 0.80 10.81
1.38 1.1％ 0.03 0.01 1.34 0.00
1995 年
195.19 100.0％ 1.45 10.24 22.64 160.86
21.07 10.8％ 0.07 1.25 0.41 19.34
1.86 1.0％ 0.04 0.01 1.81 0.00
1996 年
127.90 100.0％ 0.45 1.70 9.98 115.77
21.89 17.1％ 0.03 0.83 0.41 20.62
0.42 0.3％ 0.00 0.00 0.42 0.00
1997 年
166.54 100.0％ 0.52 5.05 16.52 144.45
10.34 6.2％ 0.05 1.10 0.77 8.42
6.40 3.8％ 0.01 0.01 1.58 4.79
1998 年
207.19 100.0％ 1.05 6.39 21.36 178.39
13.23 6.4％ 0.06 1.68 1.06 10.44
5.65 2.7％ 0.04 0.01 0.98 4.62
1999 年
330.55 100.0％ 1.71 10.04 28.87 289.93
19.68 6.0％ 0.10 1.69 2.50 15.40
8.13 2.5％ 0.00 0.05 1.37 6.71
2000 年
419.43 100.0％ 6.88 14.88 35.33 362.35
26.06 6.2％ 1.13 1.21 3.62 20.10
13.54 3.2％ 0.62 0.20 2.12 10.60
2001 年 2001年は公表データなし
2002年
625.57 100.0％ 11.01 25.33 125.31 463.92
43.01 6.9％ 1.42 8.97 5.62 27.00
41.26 6.6％ 0.63 1.11 1.69 37.83
2003 年
788.69 100.0％ 10.72 95.04 146.07 536.86
61.98 7.9％ 1.50 14.55 9.96 35.97
27.23 3.5％ 0.70 4.50 5.56 16.47
＊「登坂計画」「973計画」を含む                  参考文献８）より科学技術動向研究センターで作成
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